




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 １段階 0.5 ○ 中東地 域の現状について， 調べたこ とを発表し よう。




第２段階 1.5 ・ パレ スチナ和平交 渉について探求する。
○ パレ スチナ紛争はどのような経緯で発生し，な ぜな かなか解決に至らないのか ？
【対立構造 の
背景理解】
○ イスラエル側， パレ スチナ側双方 の主張 の対立項 目を 書き出してみよう。





第 ３段階 ２ ○ あな たか実現可能と考える，パレ スチ ナ紛争解 決のための和平 合意案を作成しよう。 【暫定的合意案
提示】
第 ４段階 ・ 暫定 的合意案 を発表する。
○ 価値 観が対 立の根底にある項目か ら合意点が取 り出せない だろうか？




第 ５段階 ○ あなた の合意 案が仮 に実 行さ れるとして， その内容 に矛 盾する部分 はないだろ うか？






第 ６段階 0.5 ○現実 に， どのよう にパレ スチナ紛争に関して和平交 渉か進められてき たか確認 しよう。





第 フ段階 0.5 ○ 中東 問題全 般に目を向 けよう。価値多 元モデル を用いて， 今なお深刻 な問題を暫 定的
な解 決に導くための方法を見つけて みよ う。
























































































































































1) I.バーリン(Isaiah Berlin; 1909-1997)はラトビアに生
まれ，オックスフォード大学進学後イギリスで研究
活動を行った。
２）正義論についてはJ.ロー ルス（Ｊｏｈ Rawls;1921-
2002)の論考が詳しい
。なお, 2009年３月に文部科
学省より提示された『高等学校学習指導要領』では，
第３節公民の第１現代社会の内容において匚現代社
会における諸課題を扱う中で
，社会の在り方を考察
する基盤として，幸福，正義，公正などについて理
― 29
解させるとともに
，現代社会に対する関心を深め，
いかに生きるかを主体的に考察することの大切さを
自覚させる
。」とある。厂正義」を用いていかに授業
を構成するかは検討課題である
。本発表においては
高等学校公民科政治
・経済の単元開発を主題として
いるが
，初等・中等教育全体の国際政治カリギュラ
ムにおける自由
，正義，民主主義などの捉え方は研
究視野に入れており，今後の課題である。３）松井克行「国際紛争の平和構築過程に基づく授業
開発
― Betty A.Readonのグローバル教育論を手がか
りとして
」ー『社会系教科教育学研究』第17号，社会
系教科教育学会, 2005年, pp.33-420
4）渥美利文匚高校公民科における「国際紛争の平和
的解決
」を考えさせる平和教育」『公民教育研究』第
14号，日本公民教育学会, 2006年, pp.1-16。
5）二井正浩厂現代史学習における匚紛争」理論の探求一世界史Ａ「地域紛争と国際社会」の授業構成一」
『社会系教科教育学研究』第６号, 1994年, pp.65-72
。
なお
，中学校社会科歴史的分野における先行研究と
しては
，佐藤育美「民族紛争について探究させる中
学校社会科単元開発研究
一小単元「民族の対立と民
族意識
－なぜボスニア紛争は起きたのか？－」の教
授書開発を事例としてー」『社会系教科教育学研究』
第20号, 2008年, pp.161-170,がある
。
６）正しい社会(just society)とは
，ロールスが擁護す
る社会であり，バーリン及びその後継者であるマル
ガリートが最小限に品位ある社会との比較として用
いた用語である。
７）なお
，バーリンの「文化多元主義論」については，
以下の先行研究がある。吉水裕也匚文化衝突による
社会変容
・社会問題に関する授業構成一高等学校地
理Ａ授業への提言
－」『社会科研究』第63号，全国社
会科教育学会，2005年, pp.l-lOo
8）濱真一郎『バーリンの自由論』勁草書房, 2008年
，
p.4,より発表者要約。
９）前掲書8) p.28,をもとに筆者作成。
10）前掲書8) p.25,より筆者要約。
11）社会には普遍的価値が存在し
，それらの価値はあ
らゆる人々にとって受容可能であり
，かつ強制的に
受容させることも結果において正しい行為である
，
とするネオコンなどの考え方とは対立している。
12）例えば，法の支配という価値を認めている国同士
であり
，かつ両者を支配する共通の法がある場合な
どがこの事例に当たる。
13）神田健次「‾宗教間の対話と共生
－エキュメニカル
な視座からー」『宗教多元主義を学ぶ人のために』世
界思想社, 2008年, pp.183-197,の論考をもとに筆者
がモデル図式を作成した。
14）理論探求学習については
，拙稿「問題を探求し続
ける公民科「政治・経済」の授業構成一単元匚地域
統合
」を事例としてー」『社会科研究』第61号，全国
社会科教育学会, 2004年
。また，拙稿匚現代国際経
済システムの課題を探求する公民科匚政治・経済」
の授業構成
一匚開かれた地域主義」概念を手がかり
として
」ー『社会系教科教育学研究』第18号，社会系
教科教育学会, 2006年等で論究している。
15）現実にはそのような合意はなされておらず
，ヨル
ダン川西岸地区に築かれている分離壁はイスラエル側による一方的な構築でしかない。
16）溝口和宏「開かれた価値観形成をめざす社会科教育一匚意思決定」主義社会科の継承と革新一」『社会科研
究』第56号，全国社会科教育学会, 2002年, pp.31-40。
17）吉村功太郎匚社会的合意形成能力の育成を目指す社会科授業」『社会科研究』第59号，全国社会科教育学
会, 2003年, pp.41-50。
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